
編 集 後 記

この学会誌の編集委員を拝命してからもう5年が過ぎた。ある学会誌の編集委員を勤めるというこ

とは結構大変なことである。投稿してくる先生は臨床的研究であれ,基 礎的研究であれ,そ れぞれの

研究を一生懸命やり,色 々な意味での期待をこめて投稿してくるわけであるから,そ の採否の判断に

関しては編集委員あるいは査読者は全力をあげて慎重,か つ公正,厳 格に取り組まなければならない

し,勿 論私も今までもそうしてきたつもりである.

私は本誌の他にいくつかの雑誌の編集委員を仰せつかっており,そ の中には外国の雑誌のAssod

ate Editor Japanという立場もある。このAssociate Editorの仕事はかなり大変である。日本の omce

宛に投稿された論文のreviewを外国のrefereeにも依頼しているが,彼 等の態度は誠に立派である。

まず多くのrefereeが,現在 communicationの 手段が早くなった恩恵を受けての上であるが,査読結

果を驚く程の早さで返送してきてくれる.それは研究成果を公表することにおけるpriOrityを尊重す

るという態度の延長上にあるものと考えられる。またchief editorからの返事によく登場する文章と

して
“Every effort wlll be made to expedite the review process"というのがある. この文章に接す

るたびにreview prOcessを自分のところで滞らせてはいけないという大きなプレッシャーを感じて

いる。さらに外国のrefereeの返事で感心させられることは彼等がrefereeとしての機会を与えられ

たことを大変誇りに思っているということである。
“Let me thank you for the previlege to review

this articie"などという文章が必ずといって良いほど,査 読結果の最後に書いてある。つまり彼等に

とってpeer reviewのmemberと して選ばれたことは大変名誉なことであり,誇るべきことであると

いうことである.

ひるがえって本誌の編集委員としての自分を考えると,や はり若い先生方の興味ある研究にいち早

く接すことができ,し かもそれについての意見を述べ,そ のある部分については著者とcommunica‐

tionが出来るということは大きな特権であり名誉でありそしてそれは重大な責任を伴つていると感

じている. (平澤博之)

日 本 消 化 器 外 科 学 会 雑 誌
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